
　 東 京 の 「 ラ ン ド マ ー ク 」 と い え ば 何 を 思 い 浮 か べ ま す か 。

　 東 京 湾 に か か る レ イ ン ボ ー ブ リ ッ ジ 、 観 光 客 で に ぎ わ う 浅 草 ・

雷 門 、 渋 谷 駅 で 待 ち 合 わ せ と い え ば 忠 犬 ハ チ 公 前 、 副 都 心 を 見

下 ろ す 東 京 都 庁 の ツ イ ン ビ ル 、 な ん と い っ て も 東 京 タ ワ ー ？

　 ラ ン ド マ ー ク と は 、 そ の 土 地 の 目 印 や 象 徴 と な る 場 所 や 建 造

物 を 意 味 し ま す 。 目 を 引 く 外 観 だ け で な く 、 歴 史 や 場 所 に ま つ

わ る さ ま ざ ま な 思 い 出 が 人  々 の 記 憶 に 刻 ま れ る こ と で 、 そ の 存

在 感 は 増 す の で は な い で し ょ う か 。

　 隅 田 川 沿 い に 浮 か ぶ 奇 妙 な 形 を し た 金 色 の オ ブ ジ ェ 、「 世 界 一 」

の 高 さ を 誇 る 東 京 ス カ イ ツ リ ー 、 ほ ろ 酔 い サ ラ リ ー マ ン た ち の

聖 地 ・ 新 橋 駅 前 Ｓ Ｌ 広 場 ― 。 今 回 は 、 誰 も が 知 る こ れ ら の ラ ン

ド マ ー ク に 隠 さ れ た 、 兵 庫 と の 意 外 な 縁 を 訪 ね ま す 。

　 い つ も の 東 京 の 光 景 が 、 新 た な 輝 き を 放 っ て 見 え て く る か も

し れ ま せ ん 。

（ 神 戸 新 聞 東 京 支 社 編 集 部 ）

ビ ー ル ジ ョ ッ キ を イ メ ー ジ し た 隅 田

川 沿 い の ア サ ヒ グ ル ー プ 本 社 ビ ル （ 左 ）

と 、 金 の 炎 が た な び く 聖 火 台 を 模 し

た ス ー パ ー ド ラ イ ホ ー ル （ 中 央 ） 。 右

奥 に 東 京 ス カ イ ツ リ ー も 見 え る

こ   こ   に も 兵 庫

? !

東 京 の   ラ   ン   ド   マ   ー   ク   に 息 づ く物 語 を 訪 ね て
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造 船 技 術 の 粋 集 め た 「 金 の 炎 」

　
い ず れ 劣 ら ぬ ユ ニ ー ク な 形 状 を 誇 る 巨 大 な 建 造 物 が 三

つ 、 隅 田 川 の ほ と り に 並 び 立 つ 。　
東 京 ス カ イ ツ リ ー と ビ ア ジ ョ ッ キ 型 の ア サ ヒ グ ル ー プ

ホ ー ル デ ィ ン グ ス 本 社 、 そ し て 金 色 の 雲 の よ う な オ ブジ ェ を い た だ く 同 社 の ス ー パ ー ド ラ イ ホ ー ル 。 都 内 有 数の 観 光 ス ポ ッ ト ・ 浅 草 エ リ ア 随 一 の ラ ン ド マ ー ク だ 。　
ひ と き わ 目 を 引 く 金 の オ ブ ジ ェ は 、 長 さ が

4 4メ ー ト ル

あ り 、 先 端 の 十 数 メ ート ル は 、 逆 台 形 型 の 建物 本 体 の 外 に は み 出 して い る 。   「 こ の オ ブ ジ ェが 、 実 は 神 戸 生 ま れ 。川 崎 重 工 業 （ 神 戸 市 中央 区 ） が 神 戸 工 場 で 、造 船 の 技 術 を 駆 使 し て作 り 上 げ ま し た 」 と 、ホ ー ル を 管 理 す る ア サ

ヒ プ ロ マ ネ ジ メ ン ト の 今 泉 慶 一 さ ん 。　
ホ ー ル は １ ９ ８ ９ 年 、 同 社 の 創 業 １ ０ ０ 年 を 記 念 し て

本 社 と 共 に 建 て ら れ た 。 デ ザ イ ン は 、 フ ラ ン ス 人 フ ィリ ッ プ ・ ス タ ル ク 氏 。 新 世 紀 に 向 か っ て 飛 躍 す る 企 業 の燃 え る 心 を 表 す べ く 、 聖 火 台 を か た ど っ た 建 物 の 上 に 、金 色 の 炎 が た な び く さ ま を イ メ ー ジ し た 。　
そ の イ ラ ス ト を 図 面 化 し た の が 、 豊 岡 市 出 身 の 建 築

士 、 野 沢 誠 さ ん 。 当 時 は 東 京 で 独 立 し た ば か り だ っ たが 、 別 の 仕 事 で 組 ん だ ス タ ル ク 氏 か ら 指 名 さ れ た 。 従 来の 建 築 の 手 法 で は 表 現 し 切 れ な い と 考 え 、 思 い 浮 か ん だの が 、 以 前 見 学 し た 川 重 の 造 船 工 場 だ っ た 。 い く つ も のパ ー ツ を 溶 接 し 、 巨 大 な 船 に 仕 立 て て い た 。   「 あ の や り 方な ら 、 一 つ の 大 き な 炎 が で き る か も 」　
川 重 の 子 会 社 、 川 重 マ リ ン エ ン ジ ニ ア リ ン グ が 工 法 も

含 め 設 計 を 担 当 し た 。 造 船 と は 無 関 係 の オ ブ ジ ェ を 手 掛け る の は 初 め て だ っ た が 「 船 首 を 造 る 要 領 で 対 応 で き るの で は 」   。　
微 細 な 凹 凸 や う ね り を 、 船 と 橋 に 使 わ れ る 技 術 と 構 造

を 駆 使 し て 再 現 し た 。 造 船 の 熟 練 工 ら が 、 神 戸 の ド ッ クで 仮 組 み を 終 え 、 パ ー ツ に 分 解 し て 東 京 へ ト ラ ッ ク で 送り 込 ん だ 。　
宙 に 浮 か ん で い る よ う に 見 え る 巨 大 な オ ブ ジ ェ は 下 の

建 物 の 柱 ３ 本 で 支 え ら れ て い る 。 地 上

3 1メ ー ト ル に パ ー

ツ を つ り 上 げ て 組 み 立 て 、 溶 接 す る 作 業 は 容 易 で は なか っ た が 、 関 係 者 の 努 力 で 着 工 か ら 約 １ 年 で 完 成 さ せた 。 当 時 の ア サ ヒ ビ ー ル の 樋 口 広 太 郎 社 長 は 「 ア サ ヒ の飛 躍 の 基 地 で あ り 、 東 京 の 新 し い 『 川 の 手 文 化 』 の 一 翼を 担 う ビ ル 」 と 胸 を 張 っ た 。　
あ れ か ら ま も な く

3 0年 。 兵 庫 生 ま れ の 「 金 の 炎 」 は 東

京 を 代 表 す る 景 色 の 一 つ に な っ た 。   「 船 は 造 っ た ら 最 後 、ま ず 会 え な い が 、 オ ブ ジ ェ の 仕 事 は い つ で も 見 ら れ るし 、 ず っ と 伝 え ら れ る 」 と 、 川 重 マ リ ン エ ン ジ ニ ア リ ング の 花 房 誠 取 締 役 。　
２ ０ ２ ０ 年 の 五 輪 ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 開 催 で 、 あ ら た め

て 世 界 中 の 目 を 引 き つ け る こ と に な り そ う だ 。

川 崎 重 工 業 グ ル ー プ が 手 掛 け た 「 聖 火 台

の 炎 」 の 模 型 ＝ 神 戸 市 中 央 区 東 川 崎 町 ３

オ ブ ジ ェ の 銘 板 に 刻 ま れ た 「 川 崎 重 工 」 の 文 字

（ ア サ ヒ グ ル ー プ ホ ー ル デ ィ ン グ ス 提 供 ）

「 聖 火 台 の 炎 」 の 重 さ は 3 6 0 ト ン 。 支 え る 建 物 の

枠 か ら は み 出 た 部 分 に 暖 房 を 内 蔵 し 、 つ ら ら の 落

下 を 防 ぐ ＝ 東 京 都 墨 田 区

ゲ イ ン 塔 の 風 揺 れ を 抑 え る

制 振 装 置 （ 三 菱 重 工 機 械 シ

ス テ ム 提 供 ）

　 「 世 界 一 」 支 え る メ イ ド イ ン 兵 庫　 「 金 の 炎 」 の 向 こ う 側 に は 、 東 京 ス カ イ ツ リ ー が す ら りと し た 姿 を 見 せ る 。 今 年 ５ 月 で 開 業 ６ 周 年 を 迎 え る 。す っ か り 首 都 の 顔 と な っ た 。　
高 さ ６ ３ ４ メ ー ト ル は 自 立 式 電 波 塔 と し て は 世 界 一 。

観 光 名 所 の イ メ ー ジ が 強 い ス カ イ ツ リ ー だ が 、 本 来 の 役割 は 地 上 デ ジ タ ル 放 送 を 中 心 と す る テ レ ビ の 電 波 塔 だ 。高 さ ４ ５ ０ メ ー ト ル 地 点 に あ る 展 望 台 か ら さ ら に 上 、 棒状 に 約 １ ４ ０ メ ー ト ル 伸 び る 「 ゲ イ ン 塔 」 の 先 端 に 、 一般 に は ほ と ん ど 知 ら れ て い な い 小 部 屋 が あ る 。　
ゲ イ ン 塔 は 放 送 用 送 信 ア ン テ ナ が 取 り 付 け ら れ て い る

ツ リ ー の 「 心 臓 部 」   。 小 部 屋 の 中 に は 巨 大 な 装 置 が ２ 基 。塔 の 安 全 を 守 り 、 電 波 障 害 を 防 ぐ こ の 装 置 が 、 兵 庫 生 まれ だ と い う 。　 「 ゲ イ ン 塔 が 風 で 大 き く 揺 れ る と 、 ア ン テ ナ 機 能 に 障 害

下 町 に そ び え 立 つ 東 京 ス カ イ ツ リ ー 。 兵 庫 ゆ

か り の も の づ く り 技 術 が 多 く 使 わ れ て い る ＝

東 京 都 墨 田 区

ツ リ ー 最 上 部 の 細 長 い 部 分 が 「 ゲ イ ン 塔 」
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通 常 は １ 枚 を 円 形 に 曲 げ る が 、 こ こ で は 板 の 厚 さ が 最

大 ８ セ ン チ も あ っ た た め 、 国 内 最 大 級 の 圧 力 が か か る プレ ス 機 で 半 円 状 に し 、 ２ 枚 を 溶 接 し て 筒 状 に し た 。 佐 々木 製 鑵 工 業 の 佐  々 木 正 文 社 長 は 「 開 業 後 ま も な い ス カ イツ リ ー に 社 員 旅 行 で 行 き 、 み ん な で 柱 を 見 た 時 は 感 慨 深か っ た 」 と 振 り 返 る 。　
兵 庫 関 連 企 業 で は 他 に も 、 精 密 板 金 加 工 の 丸 十 （ 加 古

川 市 ）   に よ る 発 光 ダ イ オ ー ド   （ Ｌ Ｅ Ｄ ）   投 光 器 の ケ ー ス 、雷 対 策 機 器 メ ー カ ー の 音 羽 電 機 工 業 （ 尼 崎 市 ） に よ る 避雷 器 な ど も 採 用 さ れ て い る 。　
日 本 の 技 術 の 粋 を 結 集 し た タ ワ ー を 「 兵 庫 発 」 の も の

づ く り が 支 え て い る 。 そ う 思 っ て 見 上 げ る と 「 世 界 一 」が よ り 身 近 に 、 誇 ら し く 思 え た 。　
鉄 道 発 祥 の 地 と 播 州 の 深 い 縁

　
も う 一 つ 、 昔 な が ら の 東 京 の 名 所 と 兵 庫 の 不 思 議 な つ

な が り を 紹 介 し よ う 。　
新 橋 駅 西 口 広 場 。 千 鳥 足 の サ ラ リ ー マ ン が テ レ ビ の イ

ン タ ビ ュ ー を 受 け る 場 所 と い っ た 方 が な じ み 深 い だ ろ うか 。 通 称 「 Ｓ Ｌ 広 場 」 に 鎮 座 す る 本 物 の 蒸 気 機 関 車 「 Ｃ
1 1　
２ ９ ２ 」 の 物 語 だ 。

　
新 橋 は 日 本 の 鉄 道 発 祥 の 地 だ が 、 そ の 車 両 は 一 度 も 東

京 を 走 っ た こ と は な い 。 遠 く 離 れ た 兵 庫 の 播 但 線 と 姫 新

が 起 き る 可 能 性 が あ る 。 そ の 揺 れ を 抑 え る 制 振 装 置 で す 」と 、 三 菱 重 工 メ カ ト ロ シ ス テ ム ズ （ 事 業 統 合 に 伴 い 「 三菱 重 工 機 械 シ ス テ ム 」   、 神 戸 市 兵 庫 区 ） の 久 保 充 司 さ ん 。バ ネ な ど の 上 に そ れ ぞ れ

4 0ト ン と

2 5ト ン の 重 り が 載 り 、

逆 さ ま に な っ た 振 り 子 の 原 理 で 揺 れ の エ ネ ル ギ ー を 吸 収し て い る 。　
装 置 は １ ０ ０ 年 間 は 耐 え ら れ る よ う 設 計 さ れ て い る

が 、 年 に 一 度 の 点 検 は 欠 か せ な い 。 ゲ イ ン 塔 に は エ レベ ー タ ー が な い た め 、

4 0～

5 0分 ほ ど か け て 階 段 を 上 り 、

１ 日 が か り で 異 常 が な い か 確 か め て い る と い う 。　
部 品 の バ ネ は 、 東 海 バ ネ 工 業   （ 大 阪 市 ）   の 伊 丹 工 場   （ 現

在 は 豊 岡 市 に 移 転 ） で 造 ら れ た 。 重 い も の で １ 本 約８ ０ ０ キ ロ あ り 、 両 端 に 金 具 が 付 い た バ ネ で は 同 社 史 上最 大 級 だ 。 強 さ を 左 右 す る 金 具 の 取 り 付 け 、 さ び を 防 ぐ処 理 な ど 、 職 人 ら が 蓄 え て き た 知 識 と 経 験 を 注 ぎ 、 完 成さ せ た 。　
ゲ イ ン 塔 を 構 成 す る 柱 の 約 半 分 も ま た 「 兵 庫 製 」 だ 。

建 築 用 の 鋼 材 と し て は 国 内 最 高 強 度 を 誇 る 円 形 鋼 管 。 神戸 製 鋼 所 （ 神 戸 市 中 央 区 ） の 加 古 川 製 鉄 所 で 製 造 し た 鋼板 を 、 佐  々 木 製 鑵 工 業 （ 伊 丹 市 ） が 加 工 し た 。

ス カ イ ツ リ ー の 柱 の 一 部 に 使 わ れ た 円 形 鋼 管 の サ ン プ ル ＝ 兵 庫 県 伊 丹 市 、

佐  々 木 製 鑵 工 業

東 京 パ ラ リ ン ピ ッ ク 開 幕 ま で 千 日 と な り シ

ン ボ ル マ ー ク の 3 色 に 彩 ら れ た 東 京 ス カ イ ツ

リ ー ＝ 1 1 月 2 9 日 夜

播 但 線 な ど を 走 っ た S L 「 C 1 1- 2 9 2 」

＝ 東 京 都 港 区 、 新 橋 駅 西 口 広 場
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線 が 現 役 時 代 の 活 躍 の 場 だ っ た 。　
東 日 本 鉄 道 文 化 財 団 （ 東 京 ） に よ る と 、 終 戦 直 前 の

１ ９ ４ ５ 年 ２ 月 に 名 古 屋 で 製 造 さ れ 、 戦 後 復 興 か ら 高 度経 済 成 長 期 に か け て 姫 路 機 関 区 を 走 り 続 け た 。

7 2年 春 に

「 引 退 」   。 東 京 ・ 品 川 の 車 庫 で 一 時 保 管 さ れ た 後 、 同 年 ９
月

2 7日 未 明 、 ト レ ー ラ ー に 載 せ ら れ て 新 橋 に 向 か っ た 。

　
そ の 年 は 、 新 橋 ― 横 浜 間 で 鉄 道 が 開 通 し て １ ０ ０ 周 年

の 節 目 。   「 街 に に ぎ わ い を 」 と 地 元 商 店 主 ら が 要 望 し た とこ ろ 、 当 時 の 国 鉄 が 港 区 に 無 償 貸 与 す る こ と と な っ た 。　
多 種 多 様 な 店 が 入 る 駅 前 の 「 ニ ュ ー 新 橋 ビ ル 」 で 管 理

組 合 理 事 長 を 務 め る 長 尾 武 次 さ ん は 、 運 ば れ て き た Ｓ Ｌの 車 両 が 国 鉄 の 高 架 を く ぐ れ ず 、 煙 突 部 分 を 外 し て い たの を 思 い 出 す 。 新 橋 は 戦 後 間 も な く 闇 市 が 立 ち 並 び 、 やが て 場 外 馬 券 場 が あ る 盛 り 場 に 。   「 Ｓ Ｌ が あ る と な い と では 街 の 雰 囲 気 が 違 っ た 。 シ ン ボ ル が で き た と い う 思 いだ っ た 」   。　
現 在 は 安 全 面 か ら 乗 れ な い が 、 当 初 は 車 両 の 中 に 入 る

こ と も で き た と い う 。　
役 目 を 終 え 、 廃 車 と な っ た Ｓ Ｌ が 全 国 で 展 示 さ れ 始 め

た 時 期 だ っ た 。 な ぜ 、 新 橋 で は こ の   「 Ｃ

1 1形 の ２ ９ ２ 台 目 」

が 選 ば れ た の か ？ 鉄 道 博 物 館   （ さ い た ま 市 ）   に 聞 く と   「 状態 が よ か っ た な ど 、 偶 然 の 可 能 性 が 高 い の で は 」 と の 回答 が 返 っ て き た 。　
Ｓ Ｌ 広 場 か ら 高 架 を く ぐ っ て 汐 留 方 面 に 向 か う と 「 旧

新 橋 停 車 場 」 が あ る 。 ２ ０ ０ ３ 年 、 明 治 の 開 通 当 時 の 姿に 復 元 さ れ 、 鉄 道 歴 史 展 示 室 と し て 開 館 し た 。 実 は こ の場 所 、 江 戸 時 代 に は 龍 野 藩 脇 坂 家 の 屋 敷 が あ っ た と 記 録に 残 る 。 新 橋 と 播 州 の 不 思 議 な 縁 に ま た も 感 じ 入 る 。　
正 午 、 午 後 ３ 時 、 同 ６ 時 と Ｓ Ｌ は 汽 笛 を 鳴 ら す 。 蒸 気

を 吐 い て 播 磨 や 但 馬 を ひ た 走 っ た 雄 姿 を 思 い 出 さ せ る よう に 。　
夜 、 広 場 周 辺 の ビ ル 街 が ネ オ ン で 輝 き 始 め た 。 ２ 度 塗

り 直 さ れ た と い う 黒 い 車 体 が 不 夜 城 の 明 か り に 浮 か ぶ 。今 年 ２ 月 で 「

7 3歳 」   。 世 の 移 り 変 わ り と 、 さ ま ざ ま な 出 会

い や 別 れ を 見 届 け て き た 。 変 わ ら ぬ 武 骨 な 姿 で 、 今 日 も広 場 に 集 う 人  々 を 見 守 っ て い る 。※
� こ の 特 集 は 、 ２ ０ １ ７ 年 ２ 月 ～

1 0月 、 神 戸 新 聞 朝 刊 に 掲 載 さ れ た

「 ぶ ら り 東 京

　
兵 庫 を 探 し て 」   「 続 ぶ ら り 東 京

　
兵 庫 を 探 し て 」 を

基 に 、 加 筆 、 再 編 集 し ま し た 。

◆ 旧 新 橋 停 車 場 ・ 鉄 道 歴 史 展 示 室 ◆
　 1 8 7 2 （ 明 治 ５ ） 年 1 0 月 1 4 日 に 開 業 し た 日 本 最

初 の 鉄 道 タ ー ミ ナ ル 新 橋 停 車 場 の 外 観 を 、 発 掘 さ

れ た 遺 構 や 資 料 を 基 に 当 時 と 同 じ 位 置 に 忠 実 に 再

現 し た 。 1 9 9 6 （ 平 成 ８ ） 年 、 一 部 が 国 の 史 跡 に 指 定 。

１ 階 展 示 室 の 床 は ガ ラ ス 張 り で 、 開 業 当 時 の 駅 舎

基 礎 石 の 遺 構 を 見 る こ と が で き る 。 正 面 玄 関 階 段

と プ ラ ッ ト ホ ー ム の 先 端 で も 遺 構 の 一 部 が 見 え る

見 学 窓 を 設 け て い る 。 ２ 階 の 企 画 展 示 室 で は 、 鉄

道 の 歴 史 や 汐 留 の 郷 土 史 な ど を テ ー マ と し た 企 画

展 が 随 時 開 か れ て い る 。 J R 新 橋 駅 銀 座 口 か ら 徒 歩

５ 分 。 午 前 1 0 時 ～ 午 後 ５ 時 。 月 曜 休 館 。 無 料 。

◆ 江 戸 時 代 の 汐 留 ◆
　 寛 永 年 間 （ 1 6 2 4 ～ 1 6 4 4 年 ） 、 徳 川 家 康 の 江 戸 入

府 以 後 の 埋 め 立 て に よ っ て 陸 地 化 し た 汐 留 地 区 に 、

最 初 に 屋 敷 の 拝 領 を 受 け た の は 龍 野 藩 脇 坂 家 で 、

寛 永 ９ 年 成 立 の 『 武 州 豊 島 郡 江 戸 之 庄 図 』 に 初 め て

そ の 名 が 記 さ れ て い る 。 そ の 後 も 埋 め 立 て 工 事 は

続 き 、 寛 永 1 6 年 に 会 津 藩 保 科 家 、 同 1 8 年 に は 仙 台

藩 伊 達 家 が 屋 敷 地 を 拝 領 し 、 江 戸 幕 府 解 体 ま で 続

い た 。 1 9 9 1 年 に 始 ま っ た 汐 留 遺 跡 の 発 掘 調 査 の 結

果 、 各 藩 邸 地 の 造 成 に 伴 う 土 留 め や 建 物 跡 、 井 戸

や 樋 な ど の 上 下 水 道 施 設 、 地 下 室 や 埋 桶 等 の 埋 設

施 設 、 池 跡 、 鹿 芥 留 め の 土 杭 、 石 垣 な ど 多 種 多 様

の 遺 構 と そ れ に 伴 う 多 量 の 遺 物 が 検 出 さ れ て い る 。

脇 坂 ・ 伊 達 ・ 保 科 の ３ 藩 の 敷 地 は 、 海 に 直 接 面 し て

い る こ と か ら 、 屋 敷 内 に 「 船 入 」 が 設 け ら れ 、 船 で

運 ん で き た 物 資 を 、 直 接 海 か ら 陸 揚 げ す る こ と が

で き た 。 江 戸 に 置 か れ た 各 藩 の 屋 敷 に は 、 大 藩 で

は 常 時 千 人 を 超 え る よ う な 家 臣 が 居 住 し 、 参 勤 交

代 に よ る 藩 主 の 江 戸 在 府 時 に は 、 そ れ 以 上 の 家 臣

が 生 活 し て い た と さ れ る 。 こ れ ら の 屋 敷 に は 、 各

国 元 か ら 大 量 の 物 資 が 送 ら れ て き た こ と は 想 像 に

難 く な い 。 遺 跡 か ら 出 土 し た 遺 物 は 、 海 路 ・ 陸 路 に

よ っ て 産 地 や 国 元 か ら 直 接 邸 内 に 運 び 込 ま れ た も

の と 、 必 要 に 応 じ て 江 戸 市 中 で 購 入 し た も の が あ

る 。 こ う し た 遺 物 は 、 江 戸 時 代 に 各 藩 邸 に 生 き た

人  々 の 生 活 の 証 し と い え る 。 （ 港 区 ホ ー ム ペ ー ジ 「 港

区 の 地 名 の 歴 史 」 よ り 抜 粋 ）

復 元 さ れ た 旧 新 橋 停 車 場 。 江 戸 時 代 は 龍 野 藩 脇 坂 家 の 藩 邸 が あ っ た ＝

東 京 都 港 区 東 新 橋 １

鉄 道 発 祥 の 地 で あ る こ と を 示 す

「 0 哩 （ ゼ ロ マ イ ル ） 標 識 」

正 面 階 段 遺 構 の 見 学 窓

ふ る さ と ひ ょ う ご 1 3 1 号 （ 平 成 3 0 年 2 月 発 行 ）4




